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活用方針・導入/活用までのステップ

●練馬区

VLP活用のねらい
 トライ・フリーマインドへの通室や自宅からの外出が
困難な不登校児童生徒に対し、メタバース空間
で学習・相談支援を行うとともに、トライ・フリーマ
インドへの通室につなげることにより、将来的な社
会的自立につなげる。

対象生徒・児童
 トライ・フリーマインドへの通室や自宅からの外出が
困難な不登校児童生徒

運営時間
 毎週月・水・金曜日（祝日除く）
 午前９時30分から午後３時まで
活用方法
 自宅にいる児童生徒とオンラインでつながり、VLP
空間内で学習・相談支援等を行う。

■活用までのステップ
① 説明会申込み
 メタバース空間での活動を分かりやすくお伝えす
るため説明会を実施します。

② アカウント配付
 VLPの利用に必要な個人アカウントIDとパスワード
をお送りします。

③説明会参加
 VLP空間でできることなどをご説明します。
 安全安心に使えるよう、利用上の注意点をお伝
えします。

④利用開始

適
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活動・取組み内容

●練馬区

活動・取組み内容

■VLP空間での活動

【学習】
 ドリル型学習アプリや授業動画等を使って、自分のペースで学ぶことができ
ます。

 わからない問題があれば、VLP空間にいる支援員に質問することができま
す。

【交流】
 チャットやハンドサインなどを使って楽しみながら交流できます。
 定期的にイベントを実施しています。

【相談】
 悩みごとについて支援員に相談できます。（予約制）
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成果/好影響・次年度以降の方針・利用者の声

●練馬区

児童・
生徒

• ３Ⅾ空間だと、リアルと近い見た目で抵抗
感が少ない。

• 支援員に会ってみたいと思い、初めてフリー
マインド（教育支援センター）に通室した。

• 不安や緊張感が高く、他の子と会話をす
ることが難しかったが、メタバース空間では会
話をすることができている。（顔出しの必要
がないため）

教職員や
保護者等

成果/好影響

次年度以降の方針

 チャットや音声で支援員や他の児童生徒と交流する様子が多
く見られた。

 お絵描き機能やアスレチック機能で楽しむ様子も多く見られた。

 学習アプリ（デキタス）で学習に取り組んでいる児童生徒がい
た。

 令和６年度から試行実施している「メタバースを活用した学習・
相談支援」を本格実施します。

 児童・生徒等を対象としたアンケートの結果を踏まえ、効果的な
プログラムを実施します。

 新たな取組として、学習教材の追加、フリーマインド・トライ（教
育支援センター）との合同イベントおよび体を動かす活動を実
施します。

利用者の声

• 不登校になり、住まいがセンターから遠いた
めフリーマインドに通室することが難しかった。
メタバースであれば自宅から参加し、学習
や交流活動をすることができるので便利で
ある。

• 不登校状態が続き、平日は自宅で一人
ずっとゲームをしていた。メタバース事業を始
めてくれたので、他者と交流する練習がで
きている。
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●練馬区

保護者向け案内チラシ


